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科の 2 年生全員の調査をおこなった。  
今回の調査は、福祉学科 20 期生 33 名のうち、介護福祉士の資格を取得しない 1 名を除
いた全員を対象とし、社会人学生である委託訓練生 4 名にも一律に調査をおこなっている。
次年度にもう一度同じ調査を新 2 年生におこない、もって福祉学科 2 年生の進路決定や就職
に関する意識の傾向を明らかにする研究につなげる予定でいる。なお、32 名の男女比は 12
対 20（3 対 5）となっている。  
 
２ アンケート調査の結果について  
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（1）調査内容と実施について  
設問は以下の 6 つである。第 1 問「就職や就職先全般に関して期待、あるいは求めている
か」、第 2 問「就職に際して、不安に感じているもの」、第 3 問「進路決定に影響している要




設問ならびに選択肢については、県内の特養 3 箇所から管理職 3 名（施設長、副施設長、
事務長）に協力をいただき、協議の上、確定させたものである。  















0% 20% 40% 60% 80% 100%
コ 職場の人間関係がとても和やか    
エ 新しい友人やよき先輩との出会い   
ウ 職員への研修や資質向上に熱心    
ク あまり仕事が忙しくない、残業もない 
キ 比較的小規模で異動が少ない     
イ 社会的な評価や世間の評判の良さ   
オ 仕事に対する理念や質が高い     
ケ 過度な期待が寄せられない      
ア 異動でいろいろな経験ができる    
カ 事業規模を拡大させている事業所   
サ その他(回答1:休日が多い)      



























だ 2 年前期の終了時点という調査時期も関係していると考えられる。  
 
③進路決定に影響している要素  
0% 20% 40% 60% 80% 100%
サ その他                
シ 不安はない              
ウ 腰痛など体は持つだろうか       
イ 望む事業所・部署へ配属してもらえるか 
ク 新人の間はどんな指導をしてもらえるか 
コ 人員不足で負担が増えていくのでは   
エ 採用試験で落とされるのではないか   
ア 適性的に自分は向いているだろうか   
キ 給料は確実に上がっていくのか     
カ 自分のレベルで業務についていけるか  
オ 職場の人間関係になじめるか      































0% 20% 40% 60% 80% 100%
サ その他              
コ その施設の職員に知り合いがいる  
オ 家族や親戚からの話や噂      
ケ 家から離れている（県外含む）   
ウ ボランティアで訪問した際の様子  
エ 友達や先輩から聴いた話や噂    
キ 求人票の内容           
ク 家からの距離が近い、通勤時間短い 
カ 学校の先生からの推薦や紹介    
イ 実習で受けた指導や職員への印象  




























ア 資格取得に関するサポートが充実     
カ 何年後にはどうなる、将来の見通しが持… 
キ 自分と同年代の職員がいるかどうか    
ク 富山短大の先輩がどれだけ働いているか  
問4. 職場選びで特に重視するもの（順位による重み付け評価） 
1位(5pt) 2位(4pt) 3位(3pt) 4位(2pt) 5位(1pt) 
0% 20% 40% 60% 80% 100%
ク 訪問介護            
エ サ高住             
ケ 病院             
サ その他(回答：一般職1、未記入1) 
オ 富山型デイ           
コ 知的・身体障害者施設      
イ 老健             
キ 小規模多機能          
ウ グループホーム         
カ デイサービス          
































４ まとめ  
福祉学科 20 期生の進路決定や就職に関する意識には以下に挙げる傾向がみられた。  
1. 小規模な法人で、かつ異動のない事業所における良好な人間関係が期待されている。  
2. 介護業務に就くスキル・適性に不安を持っている。  
3. 進路決定には、福祉職場説明会での説明が重視され、実習で受けた指導や職員への印象
がそれに次ぐ。  
4. 家からの距離が近い、通勤時間短い事業所のなかで、自分の価値観で「給料や手当てが
高い」と思えるところに就職する。  
5. 事業種別では、特別療護老人ホームに次いで、共同生活が可能なレベルの高齢者だけで
暮らす、ルーティンの業務中心のグループホームに学生のニーズがある。  
